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【部門区分】第１部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月5日(2016.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、コイン状の被検出体の真贋や良不良等を識別するためのコイン状被検出体識
別装置に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　上述した形態では、メダル識別装置１は、スロットマシンに搭載されて使用されている
。この他にもたとえば、メダル識別装置１は、メダル購入機やメダル計数機に搭載されて
使用されても良い。また、上述した形態では、スロットマシンで使用されるメダル２を識
別するためのメダル識別装置１を例に、本発明のコイン状被検出体識別装置の実施例を説
明しているが、本発明が適用されるコイン状被検出体識別装置は、たとえば、ゲーム機で
使用されるメダル等の他のコイン状の被検出体を識別するための装置であっても良い。ま
た、本発明におけるコイン状の被検出体は、スロットマシンやゲーム機等で使用されるメ
ダルに限定されず、硬貨であっても良い。なお、メダル購入機は、現金を入れてメダルを
購入するための装置であり、スロットマシン間やホール入口に設置されている。また、メ
ダル計数機は、各スロットマシンから集まるメダルの数を数えるための装置である。この
メダル計数機は、たとえば、所定台数のスロットマシンに対して１台設置されており（た
とえば、島ごとに設置されており）、メダル計数機が設置された島を構成する複数のスロ
ットマシンから集まったメダル２の数を数える。また、メダル計数機は、たとえば、島ご
とに集まったメダル２をさらに集めて、その数を数える一括集中処理機である。また、メ
ダル計数機は、たとえば、メダル２を景品に換えるためにメダル２の数を数える装置であ
る。
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